
 
 
 
 A15 ため池の集水域に降った雨水を、ため池に1m程度の水深で一時的に貯留します。 

    雨水の一時貯留にあたっては、ため池の堤防のかさ上げ、あるいはため池管理者の協力

を得てかんがい容量の一部を治水に活用することにより、雨水を貯留するための容量を確

保するとともに、雨水を調節して放流するため、余水吐き（ため池の放流施設）の一部に

「切り欠き」あるいはオリフィス（放流孔）を設けます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q１５ ため池でどのように雨水をためるのか？ 

イメージ図（かさ上げする場合の一例） 

かんがい容量

通常時の水位

洪水時の最高水位

かさ上げにより 

確保した治水容量
洪水時には余水吐きに 

設けた「切り欠き」から流出


